
JP 2020-176274 A5 2020.12.10

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和2年12月10日(2020.12.10)
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【国際特許分類】
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   Ｃ１１Ｄ   7/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１１Ｄ    7/54     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】令和2年10月30日(2020.10.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルカリ金属炭酸塩と、
　ＭＧＤＡ、アルカリ金属トリポリリン酸塩及びＧＬＤＡの一つ又は複数を含む、キレー
ト剤と、
　アルカリ金属過炭酸塩と、
　以下の式（Ｉ）に従う過酸化触媒と、を含む、洗剤組成物であって、
［（ＬｐＭｑ）ｎＸｒ］Ｙｓ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｉ）
　式中、各Ｌは、独立して、金属Ｍに配位している少なくとも３つの窒素原子及び／また
は少なくとも２つのカルボキシル基を含む有機配位子であり、
　Ｍは、ＭｎまたはＦｅであり、
　各Ｘは、独立して、Ｈ２Ｏ、ＯＨ－、ＳＨ－、ＨＯ２

－、Ｏ２－、Ｏ２
２－、Ｓ２－、

Ｆ－、Ｃｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－、ＮＯ３
－、ＮＯ２

－、ＳＯ４
２－、ＳＯ３

２－、ＰＯ４
３

－、Ｎ３
－、ＣＮ－、ＮＲ３、ＮＣＳ－、ＲＣＮ、ＲＳ－、ＲＣＯ２

－、ＲＯ－、及び

【化１】

からなる群から選択される配位基または架橋基であり、Ｒは、水素またはＣ１～Ｃ６アル
キル基であり、
　ｐは、１～４の整数であり、
　ｑは、１～２の整数であり、
　ｒは、０～６の整数であり、
　ｚは、錯体［（ＬｐＭｑ）ｎＸｒ］の電荷を示し、
　Ｙは、対イオンであり、
　ｓは、対イオンの数であり、
　キレート剤とアルカリ金属過炭酸塩のモル比は、１．８～３．４の範囲である、洗剤組
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成物。
【請求項２】
　前記組成物は、前記キレート剤として、７～３０質量％のＭＧＤＡと、０～３５質量％
のＧＬＤＡと、０～２５質量％のアルカリ金属トリポリリン酸塩とを含む、請求項１に記
載の洗剤組成物。
【請求項３】
　前記組成物は、前記アルカリ金属トリポリリン酸塩を含まない、請求項２に記載の洗剤
組成物。
【請求項４】
　前記組成物が、蒸留水で１ｇ／ｌの濃度に希釈されたときに、少なくとも８のｐＨを提
供する、請求項１～３のいずれか一項に記載の洗剤組成物。
【請求項５】
　Ｌが式（ＩＩ）～（ＩＶ）に従う配位子であって、
【化２】

（ＩＩ）
【化３】

（ＩＩＩ）
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【化４】

（ＩＶ）
　式中、各Ｒ１は、独立して、水素及びＣ１～Ｃ６アルキルからなる群から選択される、
請求項１～４のいずれか一項に記載の洗剤組成物。
【請求項６】
　Ｙが、Ｃｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－、ＮＯ３

－、ＣｌＯ４
－、ＮＣＳ－、ＢＰｈ４

－、ＢＦ４
－、ＰＦ６

－、Ｒ２－ＳＯ３
－、Ｒ２－ＳＯ４

－、及びＲ２－ＣＯ２
－からなる群から選

択され、式中、Ｒ２は、水素またはＣ１～Ｃ４アルキル基である、請求項１～５のいずれ
か一項に記載の洗剤組成物。
【請求項７】
　前記組成物が過酸化触媒錯体の形態の０．０００５～０．１２重量％の金属Ｍを含む、
請求項１～６のいずれか一項に記載の洗剤組成物。
【請求項８】
　前記組成物が、界面活性剤、活性化剤、追加のキレート剤／金属イオン封鎖剤、ケイ酸
塩、洗剤充填剤若しくは結合剤、消泡剤、再付着防止剤、酵素、染料、着臭剤、又はこれ
らの混合物を含む更なる化合物を更に含む、請求項１～７のいずれか一項に記載の洗剤組
成物。
【請求項９】
　１．５～５重量％の非イオン性界面活性剤をさらに含む、請求項１～８のいずれか一項
に記載の洗剤組成物。
【請求項１０】
　０．１～５重量％の追加のキレート剤／金属イオン封鎖剤をさらに含む、請求項１～９
のいずれか一項に記載の洗剤組成物。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載の洗剤組成物を、茶及びコーヒー汚れを除去する
ための食器洗浄洗剤として提供することを含む、洗剤組成物の使用。
【請求項１２】
　前記洗剤組成物は、０．１～１０ｇ／ｌの濃度の使用溶液を提供するように希釈される
、請求項１１に記載の使用。
【請求項１３】
　前記洗剤組成物が２０～８５℃の温度で使用される、請求項１１又は１２に記載の使用
。
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